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■減量・資源化の個別目標と削減量（案） 

 

 

 

 

   

■減量・資源化の個別目標（案）
単位：t

発生抑制 資源化 計

- 1,000

2,000 -

- 4,000

事業者の目標 2,000 - 2,000

- (4,000)

11,500 5,000 16,500

※（）は再掲

取組

・食品ロス削減

・家庭における自家処理等による削減

市民の目標 紙類 ・可燃ごみに含まれる「資源化できる紙」の適正排出

容器包装プラスチック

種別

生ごみ

・容器包装プラスチックの削減

・容器包装プラスチックの適正排出

合計

・その他の発生抑制等による削減

・容器包装プラスチック資源化施設の整備容器包装プラスチック

・事業系ごみに含まれる「生ごみ」「資源化できる紙類」等
の削減

生ごみ、紙類

町
田
市
の
目
標

3,500
その他

・新たな資源化品目拡大による削減及び資源化
3,500 -

4,000 -

11,000

総排出量 120,593t
1人1日あたり768g

生ごみ 22,500t

容器包装
プラスチック

紙 類 3,700t

削減：4,000t

食品ロス削減など

資源化：4,000t

分別回収の強化

資源化：1,000t

分別回収の強化

削減：2,000t

使用量の削減

資源物
(集団回収含む)

減量 11,500t

家庭系ごみ 74,994t

総排出量 109,093t
1人1日あたり714g

家庭系ごみ 60,494t

2019年度 2030年度

事業系ごみ 19,315t 事業系ごみ 17,315t削減：2,000t

26,284t
資源物
(集団回収含む)

31,284t

12,100t

生ごみ 18,500t

容器包装
プラスチック

紙 類 2,700t

6,100t

食品ロス削減、適正排出の強化など

削減：3,500t

その他発生抑制、新たな資源化等

減量・資源化イメージ  

 

 

 


